
© proDAD GmbH 

1 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マニュアル 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

© proDAD GmbH 

 

Authors: Uwe Wenz & Holger Burkarth 



© proDAD GmbH 

2 

目次 

Welcome 5 
概要 5 

    Mercalliとは？ 5 

    著作権 / 法律情報 5 

    Mercalli V2からの改良点 6 

推奨環境 7 

    概要 7 

    リアルタイムアプリケーション 7 

インストール 7 

製品アクティベーション + ユーザー登録 9 
対応ビデオ編集ソフト 10 

    MAGIX 10 

    Grass Valley EDIUS 13 

VEGAS Pro 16 

    Adobe 23 

    Corel Video Studio 29 

スタビライザー (Mercalli) 30 

    Mercalli V4概説 30 

    ストラクチャー + 基本機能 30 

    バーチャルスタビカム 30 

    ローリングシャッター補正 31 

    カメラ位置を移動 32 

    使用されたカメラオプティクス 32 

    分析ボタン 33 

    表示モード 33 

    グラフ 33 

        Pan （パン） 34 

        Roll （ロール） 34 

        Zoom（ズーム） 34 

        CMOSセンサー 35 

        X/Y Axis（X/Y軸） 35 

        Dynamic Scaling（ダイナミックスケーリング） 35 

    Remap Mode（リマップモード） 36 

    Info text（情報テキスト） 36 

    Avoid Border（境界を回避） 36 

    Advanced Settings詳細設定 37 

        動き 37 

            Pan Shot Smoothing（パン・ショット円滑化） 38 

            Roll - Compensate（ロール- 補正） 38 

        ボーダー 38 

            Border（境界） 38 

            Video Color Filling（ビデオ色フィリング） 40 

            Scale（スケール） 40 

            Dynamic Scale（ダイナミックスケール） 40 

        奥行き 41 

            X/Y Axis - Compensate（X/Y軸 - 補正） 41 

            Zoom - Compensate（ズーム- 補正） 41 

        画像 42 

            Rotation（ローテーション） 42 

            Scale（スケール） 42 

        Fade（フェード） 43 



© proDAD GmbH 

3 

            Fade-In/Out Duration（フェードイン/アウト持続時間） 43 

        ビデオ 44 

            ビデオについて 44 

    オーバーレイ注 44 

    Logo On/Off（ロゴオン/オフ） 44 

    Hardware Acceleration（ハードウェア アクセラレーション） 45 

CMOS Fixr 45 

    CMOS Fixr 概説 45 

    構造+基本機能 45 

    プリセット 45 

    メソッド 46 

    エッジを表示しない 46 

    表示モード 47 

    リマップモード 46 

    センサースピード 47 

    オーバーレイ注 47 

    Logo On/Off（ロゴオン/オフ） 48 

    Faster (higher latency)（高速/高レイテンシー） 48 

バッチ解析 48 

    バッチ概説 48 

    ビデオクリップ 49 

    パフォーマンス 49 

    進捗 49 

バージョン情報 49 

    情報フィールド 49 

    アップデート確認 50 

パフォーマンスディスプレイ 50 

    デコーダー 50 

    プラグイン 50 

    合計 51 

オーバーレイ注 51 

    Stabilizr オーバーレイ注 51 

        ビデオを分析しています... 51 

        混合フレームレートはサポートされていません 51 

        First use / Video analysis required（最初の使用/ビデオ分析の必要） 52 

        Video-Clip exchanged / video analysis required 

 （ビデオクリップ置換/ビデオ分析必要） 
52 

        Virtual Stabicam Changed / video analysis required 

 （仮想Stabicam変更/ビデオ分析必要） 
52 

        Camera Optic changed / video analysis required 

 （カメラ光学機器が変更されました/ビデオ分析必要） 
53 

        Start/End changed / video analysis required（開始/終了変更/ビデオ分析必要） 53 

        Interlace/Progressive changed / video analysis required 

 （インターレース/プログレッシブ変更/ビデオ分析必要） 
54 

        Face Range changed / video analysis required 

 （フェース範囲変更/ビデオ分析必要） 
54 

    CMOS Fixr overlay notes（CMOSFixr オーバーレイ注） 55 

        混合フレームレートはサポートされていません 55 

        GPUが利用できません 55 

        様々なフレームレート 55 

        プレビューは利用できません 56 

        立体ビデオはサポートされていません 56 

FAQ 56 



© proDAD GmbH 

4 

    Logoはオフにできません 56 

    ハードウェアアクセラレーションを選択できます 56 

    安定化処理が困難なビデオはどのように処理できますか？ 56 

エラー 57 

    製品がアクティベーションできない時 57 

    www.prodad.comへの接続を確立できません 57 

    ビデオ注 57 

    GPUが利用できません 57 

重要情報 57 

    CMOS Fixrの潜在時間 57 

    CMOS Fixr + Stabilizrの組み合わせ 57 

ワークショップ 59 

    安定化 59 

    Camera Optics（カメラ光学機器） 79 

アップデート 84 

    履歴 84 

    アップデート確認 84 

    インストール情報 84 

外部リンク 85 

    ビデオぶれ 85 

    ビデオ揺れ 85 

    ビデオ Mercalli 85 

    Video MAGIX 85 

  

  



© proDAD GmbH 

5 

proDAD Mercalli Pluginsへようこそ！  
 

 

Mercalliは撮影したビデオからカメラの揺れや振動を取り除き、映像のクオリティーを向上させることができます。また

Mercalliなら激しいパンやズームなども滑らかにし、素材を改良することができます。 

 

Mercalliは、あなたの大切なビデオクリップを最適化する大変価値の高いツールとなるでしょう。 

 

どうぞMercalliで最高の映像効果をお楽しみください！ 

 

 

 

1. 概要 
 

1.1. Mercalliとは？ 
 

Mercalliは、ビデオ撮影の際の振動、揺れ、歪み、ウォブルの除去にご利用いただけ、ビデオの品質を向上させること

ができます。また、激しいパンやズームも滑らかにし、さらにクオリティーを上げることができます。 

 

三脚がない場合や使いづらい場所では、不要な映像の揺れが生じることがあります。予期せぬ出来事で準備もなく急に

撮影しなければならないことや、ビデオ機材の不備といったことも起こりうるでしょう。 

 

もし撮影が基本的には成功しており、しかし映像に修正が必要な場合は、Mercalliにおまかせください。ほぼ完全自動

で映像を最適化します！ 

 

 

Mercalliを使えば、どのように撮影をしたビデオでも、改良し最適化できます。 

 
 

1.2. 著作権 / 法律情報 

Copyright proDAD GmbH. All rights reserved. （不許複製・禁無断転載） 

 

ライセンス条件  

ソフトウェアをインストールされる前に本ライセンス条件をよくお読みください。  

 

使用許諾契約 

セットアップが開始すると、使用許諾契約が出てきますので、よくお読みください。 

ソフトウェアをインストールすることによって、著作権条件、使用許諾契約、使用許諾手続きに同意したものとみなします。  

 

ライセンス保証 

proDAD GmbHは正規目的で本製品を使用することを許諾します。 

本製品は 1 台のコンピュータにのみインストールできます。proDADは本契約によって無償でライセンス・キーを 1 つ

提供することを保証します。本製品をインストールすることにより、ユーザーはライセンス保証、著作権条件、責任制限に

同意して承諾されたものとします。  

 

登録商標 

同マニュアル内で言及されたすべての製品ならびに商標は、各所有者に帰属します。すべての商標は、自由に使用できるも

のであるか、登録商標であるかにかかわらず、使用されています。  
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責任制限 

損害賠償請求 1 件あたりの賠償責任の上限は、当該製品の交換とします。これは、proDAD GmbH、すべてのライセンス

取得者、および小売店に適用されます。損害賠償請求は、ソフトウェアが適切な手順で、proDAD GmbH との事前合意に基

づく返品番号と共に返品された場合にのみ受け付けます。製品には購入証明の添付が必要です。この保証は、製品の不調が

不適切な使用、酷使、事故、不適切な取り扱いに起因する場合、無効となります。proDAD GmbH、販売店、およびライセン

ス供与者は、本製品の無理な使用に起因する損害および後発損害に対する責任を負いません。責任範囲はいかなる場合も

製品の購入価格を上限とします。 

 

ドキュメンテーション  

ハンドブックの編集と翻訳には細心の注意を払っております。しかしながら、完全に不正確な記述を排除することはできません。

proDAD GmbHはドキュメンテーションか翻訳を含むどのような不正確な記述や情報の誤りによって生じるいかなる損害につ

いて責任は一切負いかねます。技術的な変更の場合も同様です。 

本マニュアルに関して不正確な記述がございましたら弊社までご連絡ください。 

 

proDAD GmbHは本プログラム、コンテンツを使用した発行物、および本プログラム作成したデータの使用に対する責

任は一切負いかねます。  
 

 

 

ProDAD GmbH * Gauertstr. 2 * 78194 Immendingen * Germany * HRB 1077  

 

 

 

1.3. Mercalli V2からの改良点 
 

 ビデオの解析速度が以前より2倍 

 スタビライズがダイアグラムで投影され、設定の適合を容易に 

 リマップモード「Cubic」で画像のシャープネスを改良、v2と比べて再度シャープネスが不要 

 ユニバーサルプロファイルが完全自動で必要なズームとすべての設定を対処 

 ダイナミックスケールで必要なズームを減少させ、ビデオの品質を向上 

 フィッシュアイ効果のあるビデオも直接スタビライズ処理；フィッシュアイ効果を残したままスタビライズが可能 

 広角度を変えることなくフィッシュアイビデオのスタビライズ 

 フォーマットを4Kとシネマスコープに拡大対応 

 10bitカラー空間直接対応（NLEによる) 

 ステレオスコピックビデオのスタビライズが可能（NLEによる) 

 マルチコアおよびマルチスレッド対応を改良 

 GPUアクセラレーションを使用（グラフィックカードが有効な場合） 

 スタビライズ範囲最初と最後のフェードエフェクト、長いクリップ中の小さなエリアをスタビライズするのに速くて簡単

（インサートカット） 
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2. 推奨環境 
 

2.1 概要 
 

 Windows 64/32 Bit: Vista, Win7, Win8, Win8.1 

 4 GB メインメモリ 

 グラフィックカード 512 MB およびシェーダー 3.0 

 

 

2.2. リアルタイムアプリケーション 
 

 Windows 64/32 Bit:Vista, Win7, Win8, Win8.1 

 4 GB メインメモリ 

 Stabilizr用: 高性能グラフィックカード 512 MB およびシェーダー 3.0クイックバス 

 CmosFixr用: 超高性能グラフィックカード 1 GB およびシェーダー 3.0超高速バス  

 I7 CPU、3 GHzおよび8コア 

 

 リアルタイム機能はすべてのビデオ編集ソフトには対応しておりません；タイムライン、ビデオ解像度および使用コ

ーデックの設定によります。 

 

 

3. インストール 
 

Mercalliのインストール(Stabilizr および SMOS Fixr): 

インストールを始めるには、セットアップファイルをダブルクリックしてください。ソフトウェアのインストールが始まりました

ら、法的事項とライセンス条項に同意してください。Mercalliをダウンロード購入された場合、プログラムアーカイブは解

凍され、インストールが始まります。Mercalliをインストールしたいディレクトリを選択してください。 
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プラグインをお使いになるビデオ編集ソフトにチェックを入れてください。 

 

次にインストールの指示に従ってください。インストールが完了すると、対応するビデオ編集ソフトにproDAD 

Mercalli と proDAD CMOS Fixrが表示されます。次にMercalli V4をアクティベートしてください。 
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4. 製品アクティベーション + ユーザー登録 
 

Mercalliアクティベーション (Stabilizr および SMOS Fixr): 

 

お使いのビデオ編集ソフトにMercalliをプラグインとしてスタートアップする際、アクティベーションコード（シリアルナンバ

ー）の入力が指示されます。；ダウンロードで購入された場合はダウンロード手順のメールにあるコード、DVDなどのパッ

ケージ購入された場合はパッケージ内のコードを入力してください。次に「Unlock（解除）」をクリックしてください。 

重要：アクティベートするにはインターネットへの接続が必要です。接続していない場合はアクティベーションすることがで

きません。もし問題が発生した場合は、セキュリティ設定（ファイヤーウォールなど）を確認し、再度アクティベーションを続

行してください。 

もしMercalliをデモバージョンでお試しいただきたい場合は、「Continue with Demo Version（デモバージョンで

続ける）」をクリックしてください。シリアル番号を入力しフルバージョンとなるまでは、デモバージョンとしてお使いいただ

けます。 

 

こちらもご参照ください：: 13.1. 製品がアクティベーションできない時 

 

Mercalliの登録： 

Mercalliのアップデートやさらなる情報をご希望の場合は、こちらからあなたのproDAD Mercalliをご登録ください。 

http://www.prodad.de/register.html. 
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5. 対応ビデオ編集ソフト 
 

ご購入いただいたパッケージによって、本製品はプラグインとしてビデオ編集ソフトに対応しています。 

こちらか対応するアプリケーションです。 

 

 ここに挙げるプラグインは、全てのコンテンツをご案内するものではありません。 

 

5.1. MAGIX 

 
 

5.1.1. 適用されるエフェクト： 

 

 のビデオフィルター（エフェクトタブ内）をご覧ください。そこにあるproDADのフォルダーを開いてください。 

タイムラインの  のビデオクリップを選択し、エフェクトを適用してください。 

 

5.1.2 アプリケーションのタイプ： 

切替可能ローリングシャッタ―補正

を含むスタビライズ 

CMOSのウォブル/振動除去   両方の組み合わせ 

   

参照： 6.1 Stabilizr 参照： 7.1 CMOS Fixr 参照： 14.2 CMOS Fixr + Stabilizrの組み合

わせ 
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5.1.3. Stabilizr（スタビライザー）  

 

 編集 - Advanced settings（設定）を開く 

 解析 - ビデオ解析をスタート 

 バーチャルスタビカム 

 ローリングシャッター補正 

 使用されたカメラオプティクス 

 エッジを表示しないまたは安定性 

 表示モード 

 ロゴ 
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5.1.4. CMOS Fixr（CMOSフィクサー）  

 

 製品について 

 プリセット 

 表示モード 

 センサースピード 

 メソッド 

 エッジを表示しない 

 リマップモード 

 Logo 

 

5.1.5. 重要なヒント： 

 

 Mercalli (Stabilizr と CMOS Fixrで構成される) はMAGIX ProX7（およびそれ以上） 対応です。 
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5.2. Grass Valley EDIUS 
 

 
 

5.2.1. 適用されるエフェクト： 

 ビデオフィルター（エフェクト内）をご覧ください。proDADフォルダーを開いてください。 

 "proDAD Mercalli" (Stabilizr) または "proDAD CMOS Fixr" をドラッグし、マークしたビデオクリップ  

へドロップしてください（ドラッグ＆ドロップ）。 
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5.2.2. アプリケーションのタイプ： 

 

切替可能ローリングシャッタ―補正を含

むスタビライズ 

CMOSのウォブル/振動除去 両方の組み合わせ 

  

 

参照： 6.1 Stabilizr 
 

参照： 7.1 CMOS Fixr 
 

参照： 14.2 CMOS Fixr + 

Stabilizrの組み合わせ 

 

 

5.2.3. エフェクトの適合： 
 

インフォメーションパレット  のエフェクト名("proDAD Mercalli" または "proDAD CMOS Fixr")をダブルクリック

し、設定を開いてください。 

参照： 6.1 Stabilizr および 7.1 CMOS Fixr 

 

 

5.2.4. バッチ解析： 
 

バッチ解析  で快適なスタートとすべてのビデオ解析をコントロールできます。 

 
 

参照： 8.1 バッチ解析 

 

 

5.2.5. CMOS Fixr とリアルタイム 

 

The CMOS Fixrはリアルタイムでご利用いただけるよう設計されています。2015年にコンピューターには高度な技術

的要件が増えました。ビデオフォーマット1920x1080 29.97には以下の参照をご考慮ください： 

 

 コンダクティブグラフィックカード、高速バス接続PCIe 

 I7 CPU、3.4 GHzおよび8コア以上 

 グラフィックカード、 1 GB メモリ 

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 テンプレート Super fast (超高速) を選択 

 エッジを埋めるには次のボーダーカラー： Mirror (ミラー), Repeat (リピート)または Off (オフ) 

 リマップモード：Linear (リニア) またはNearest (ニアレスト) 

 カノープスコーデックビデオは必ずカノープスコーデック 
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5.2.6. リアルタイムStabilizr（スタビライザー） 
 

ハードウェアアクセラレーションあり 

 コンダクティブグラフィックカード、高速バス接続PCIe 

 I5 CPU、1.7 GHzおよび4コア以上  

 グラフィックカード、 512 GB メモリ  

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 速度で問題がある場合、リマップモードの Cubic （キュービック）は使用しないでください。 

 ビデオは必ずCanopus codec （カノープスコーデック） 

 

 

ハードウェアアクセラレーションなし 

 I7 CPU、2.4 GHzおよび8コア以上  

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 速度で問題がある場合、リマップモードの Cubic （キュービック） は使用しないでください。 

 カノープスコーデックビデオは必ずカノープスコーデック 

 

 

5.2.7. 重要なヒント： 
 

 Mercalli (consisting of Stabilizr と CMOS Fixrから構成される) は、Grass Valley EDIUSバージョン

7.41（およびそれ以上）対応です。 

 

 

5.2.7.1. CMOS Fixrの潜在時間と方向スピード 

 

 
参照： 14.1 潜在時間と方向スピード 

 

 

5.2.7.2. プロセッシングスピード 

 

 解析スピードは様々です。プロセスは次によって速くなります：  

 

 カノープスコーデックでビデオをエンコード。 MP4 または MOV でのエンコードはEDIUSでは特に遅くなります。 

 

 解析するビデオシーケンスは必ず選択してください。これは特にバッチ解析5.2.4.で重要です。選択されなければ

パフォーマンスは1%に低下します。 

 

 

5.2.7.3. Stereoscopic（ステレオスコピック）ビデオ (S3D) 

 

 

 MercalliはS3Dビデオ適用 

 CMOS FixrはS3D不適用 
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5.2.7.4. Known problems 
 

 
 バッチ解析中 バッチ解析5.2.4中、Mercalli が適用されたクリップの削除はEDIUS(7.41以上)のクラッシュに結

びつきました。  

 フィルターバッグの中でのMercalli またはCMOS Fixrのシフティングは、分析中にEDIUS(7.41以上)のデッドロ

ックを引き起こすおそれがあります。 

 フィルタバッグの中でのMercalli のシフティングは、ランタイム分析データに損失を引き起こすおそれがあります。 

 バッチ解析5.2.4.でビデオクリップシーケンスが必ずしも処理されるというわけではありません。  

救済策： シーケンスを選択し、バッチ解析を開始  

 

 

 

5.3. VEGAS Pro 
 

 
 

 

5.3.1. 適用されるエフェクト： 

 

 ビデオフィルター（エフェクト内）をご覧ください。proDADフォルダーを開いてください。 

 

 

 "proDAD Mercalli" (Stabilizr) または "proDAD CMOS Fixr" をドラッグし、マークしたビデオクリップ  へ

ドロップしてください（ドラッグ＆ドロップ）。 
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5.3.2. アプリケーションのタイプ： 

 
切替可能ローリングシャッタ―補正を含

むスタビライズ   

参照： 6.1. Stabilizr 

CMOSのウォブル/振動除去 

  

参照： 7.1. CMOS Fixr 

両方の組み合わせ 
 

参照： 14.2. Stabilizr + CMOS Fixrの組み合わせ 

 

 

5.3.3. エフェクトの適合： 

 

 のシンボルをクリックし、エフェクト設定を開いてください。 

 

 

5.3.4. リアルタイムStabilizr（スタビライザー） 

 

ハードウェアアクセラレーションあり 

 コンダクティブグラフィックカード、高速バス接続PCIe 

 I5 CPU、1.7 GHzおよび4コア以上  

 グラフィックカード、 512 GB メモリ  

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 速度で問題がある場合、リマップモードの Cubic （キュービック） は使用しないでください。 

 

ハードウェアアクセラレーションなし 

 I7 CPU、2.4 GHzおよび8コア以上  

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 速度で問題がある場合、リマップモードの Cubic （キュービック） は使用しないでください。 

 

5.3.5. CMOS Fixr – 設定： 
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 バージョン情報： プラグインについての情報 (参照 9.)  

 ?: マニュアル 

 アンロック: (参照 4.) 

 プリセット: (参照 7.3.) 

5.3.5.1. レンダリング： 

 

 メソッド： (参照 7.4.) 

 リマップモード (参照 7.7.) 

 エッジを表示しない (参照 7.5.) 

 

 

5.3.5.2. Sensor: 

 
 

 センサースピード (参照 7.8.) 

 Estimate (参照 7.8.) 

 

 

5.3.5.3. 表示モード： 

 

 比較表示： (参照 7.6.) 

 ロゴ (参照 7.10.) 
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5.3.6. Stabilizr（スタビライザー） (Mercalli) – 設定： 

 

 バージョン情報： プラグインについての情報 (参照 9.)  

 ?: マニュアル 

 アンロック： (参照 4.) 

 解析： (参照 6.7.) 

 

 

5.3.6.1. カメラ： 

 
 

 バーチャルスタビカム： (参照 6.3.)  

 ローリングシャッター補正： (参照 6.4.) 

 使用されたカメラオプティクス： (参照 6.6.) 

 カメラ位置を移動： (参照 6.5.) 

 

5.3.6.2. エッジを表示しない： 

 
参照 6.12. 
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5.3.6.3. レンダリング： 

 
 

 リマップモード： (参照 6.10.) 

 Hardware Acceleration（ハードウエアアクセラレーション）: (参照 6.16.) 

 

 

5.3.6.4. 表示モード： 

 
 

 比較表示： (参照 6.8.) 

 ロゴ： (参照 6.15.) 

 

 

5.3.6.5. グラフ： 

 
参照 6.9. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



© proDAD GmbH 

21 

5.3.6.6. Advanced Settings:詳細設定： 

参照 6.13. 

 

5.3.6.6.1. 動き： 

 
参照 6.13.1. 

 

5.3.6.6.2. ボーダー： 

 
参照 6.13.2. 

 



© proDAD GmbH 

22 

5.3.6.6.3. 奥行き： 

 
参照 6.13.3. 

5.3.6.6.4. フェード： 

 
参照 6.13.5. 

 

5.3.6.6.5. 画像： 

 
参照 6.13.4. 
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5.4. Adobe 

 

 
5.4.1. 適用されるエフェクト： 

 

 ビデオフィルター（エフェクト内）をご覧ください。proDADフォルダーを開いてください。 

 "Mercalli 4.0" (Stabilizr) または "CMOS Fixr" をドラッグし、マークしたビデオクリップ  へドロップして

ください（ドラッグ＆ドロップ）。  

 
5.4.2. アプリケーションのタイプ： 

 
切替可能ローリングシャッタ―補正を含

むスタビライズ 

  

参照： 6.1. Stabilizr 
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CMOSのウォブル/振動除去 

  

参照： 7.1. CMOS Fixr 

両方の組み合わせ 

 CMOS Fixr および Mercalli4.0 を適用する必要があ

る場合、CMOS Fixr を最初にビデオに直接適用する必要が

あります。その後、これに基づくシーケンスを作成してか

ら Mercalli4.0 を適用します。 

 

参照： 14.2. Stabilizr + CMOS Fixrの組み合わせ 

 

 
5.4.3. エフェクトの適合： 

 

クリップを選択し、Mercalli 4.0 と CMOS Fixrのメニューオプションから“Effect Settings”  を選んでください。 

 

 
5.4.4. リアルタイムStabilizr（スタビライザー） 
 

ハードウェアアクセラレーションあり 

 コンダクティブグラフィックカード、高速バス接続PCIe 

 I5 CPU、1.7 GHzおよび4コア以上  

 グラフィックカード、 512 GB メモリ  

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 速度で問題がある場合、リマップモードの Cubic （キュービック） は使用しないでください。 

 

ハードウェアアクセラレーションなし 

 I7 CPU、2.4 GHzおよび8コア以上  

 メインメモリ、最低RAM6GB 

 速度で問題がある場合、リマップモードの Cubic （キュービック） は使用しないでください。 
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5.4.5. CMOS Fixr – 設定： 

 

 
 
 バージョン情報： プラグインについての情報 (参照 9.)  

 ?: マニュアル 

 アンロック： (参照 4.) 

 プリセット： (参照 7.3.) 

 

 
5.4.5.1. レンダリング： 

 

 
 

 メソッド： (参照 7.4.) 

 リマップモード (参照 7.7.) 

 エッジを表示しない (参照 7.5.) 

 

 
5.4.5.2. センサー： 

 

 
 
 センサースピード (参照 7.8.) 

 潜在時間 (参照 7.8.) 

 

 

 

 

file:///C:/Users/加奈/AppData/Local/Temp/Temp1_Mercalli%20V4_ja.zip/CMOSFixr.html%23RemapModusCMOS
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5.4.5.3. 表示モード： 

 

 
 
 比較表示 (参照 7.6.) 

 ロゴ (参照 7.10.) 

 

 
5.4.6. Stabilizr (Mercalli) – 設定： 

 

 
 
 バージョン情報： プラグインについての情報 (参照 9.)  

 ?: マニュアル 

 アンロック： (参照 4.) 

 解析： (参照 6.7.) 

 

 
5.4.6.1. カメラ： 

 

 
 
 バーチャルスタビカム (参照 6.3.)  

 ローリングシャッター補正： (参照 6.4.) 
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 使用されたカメラオプティクス： (参照 6.6.) 

 カメラ位置を移動： (参照 6.5.) 

 

 
5.4.6.2. エッジを表示しない： 

 

 

 
参照 6.12. 

 
5.4.6.3. レンダリング： 

 

 
 
 リマップモード： (参照 6.10.) 

 Hardware Acceleration（ハードウエアアクセラレーション）:(参照 6.16.) 

 
 

5.4.6.4. 表示モード： 

 

 
 
 比較表示 (参照 6.8.) 

 ロゴ (参照 6.15.) 

 

 
5.4.6.5. グラフ： 

 

 
 
参照 6.9. 
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5.4.6.6. Advanced Settings:詳細設定： 

参照 6.13. 

 
5.4.6.6.1. 動き： 

 

 
 
参照 6.13.1. 

 
5.4.6.6.2. ボーダー： 

 

 
 
参照 6.13.2. 

 

5.4.6.6.3. 奥行き： 

 

 
 
参照 6.13.3. 

 
5.4.6.6.5. Image: 

 

 
 
参照 6.13.4. 
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5.5. Corel Video Studio 
 

操作手順： 

1. FXをみてください。 

2. ダブルクリックでタイムラインにクリップをアクティブにしてください。 

3. FX内、proDADをクリック。. 

4. Corel Video Studioのタイムラインで選択されたビデオクリップ(ドラッグ&ドロップで)にMercalliエントリーをドラッ

グしてください。 

5. Customize Filter （フィルターのカスタマイズ）ボタンをクリックすると、Mercalli 設定ダイアログが始まります。こ

こで、必要な設定を定義できます。 

 

参照： 6.1. Stabilizr 
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6. スタビライザー(Mercalli) 
 

6.1. Mercalli V4 概説 
 

simple mode extended mode 

  
 

 

6.2. ストラクチャー + 基本機能 
 

 

 

リセット： 

すべてのオプションをリセットし、基本条件を作成してください。 
値は製造元によって使われており、計算と品質を考え最適化された妥協案と定義されています。  

 
アンドゥ： 

ウィンドウが開くまでの変更をすべて元に戻します。 ウィンドウが開かれた時点まですべての変更が戻ります。  
 

 

6.3. バーチャルスタビカム 
 

 
 

バーチャルスタビカム  の使用 

 

すべてのビデオはそれぞれに仕上がりが違いますので、まずはビデオの解析、またはデフォルトのスタビカムの通常カメ

ラでのスタビライズをお薦めします。 
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もし思ったような結果でない場合は、ご使用のビデオのスタビライズ結果が最適ではないので、他の可能なスタビカムを

お試しください：移動カメラと固定カメラ。それぞれ異なるプリセットがあり、専門的なデバイスです。もし三脚で撮影したよ

うなビデオにしたい場合は、固定カメラをお使いください；このカメラは三脚で撮影したビデオ品質に限りなく近づきます。  

 

スポーツカムは映像に多くの揺れや動きがある場合に使います（例：車載カメラなど）ここでは特に不安定なビデオをスタ

ビライズします。 

 

フォレンジックカメラは違いを見せるため強くスタビライズします。フォレンジックビューは一般的にこのように使われます；

Mercalliによる修正はStabilizrによってよりわかりやすく表示されます。 

  

スタビライズをベストな状態に近づけるためには、さまざまなカメラをお試しいただくことをお薦めします。例外的なシチュ

エーションでは通常カメラよりも他のカメラの方が、よい結果を生む場合があります。しかしながら、これらのカメラは特定

の環境条件にもよりますので、特に組み合わせとみなされる場合は複雑です。 

 

  は追加の変更を行わないバーチャルスタビカムの選択に使います。すべての変更はマニュアルで行います。 

 

 

6.4. ローリングシャッター補正  
 

 
 

ローリングシャッター補正のアクティベーション 

 

オプションローリングシャッター補正  を有効にすると、ビデオに現れる歪み（CMOSのみ）が修正されます。このロ

ーリングシャッター補正オプションはデフォルトでアクティベートされています。  

 

ローリングシャッター効果とは、例えば一眼レフカメラやポケットカメラ、携帯カメラ、アクションカメラなどに広く使われる

CMOSセンサーによる好ましくない効果です。 

 

撮影されたビデオがスタビライズ処理されない限り、ローリングシャッター効果は全く見えないか、ほんの少ししか現れま

せん。しかし編集作業でスタビライズがうまくいくと、ローリングシャッター効果が残り、映像に歪みが生じます。 

従って、Stabilizrがご希望に応じて、この不必要な効果を中和します。これでスタビライズされた映像は、不必要な効果

によって台無しにされることはありません。 

 

 振動やウォブルは幅広い修正のできるCMOS Fixrが必要な場合があります。 

こちらもご参照ください： CMOS Fixr + Stabilizrの組み合わせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

file:///D:/DTP/201505/20150429_LN1316_Deu2US/CMOSFixr.html
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6.5. カメラ位置を移動： 
 

 
 

Keep Camera Dynamic (カメラをダイナミックに維持)  オプションでは、ビデオの動きやぶれを維持します。

これはフィルムを撮影する人のカメラの動きを滑らかにしたり安定化したりしないことを意味します。  

 

通常の手持ちの不明瞭なカメラショットをTripod Recording (三脚撮影)で安定させたい場合はこのKeep 

Camera Dynamic (カメラをダイナミックに維持) オプションをオフにします。 

 

 

6.6. 使用されたカメラオプティクス 
 

 
 

可能な限り最良のStabilization quality （安定化品質）  を達成するために、このメニューでカメラの種類を

選択してください。Stabilizrは、これによりCamera optics （カメラ光学機器）を認識します。  
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こちらもあわせて参照してください:15.2. 

 
 

6.7. 分析ボタン 
 

安定化設定の完了後、必要なビデオ分析を始めることができます 。 

 

 
 

 

6.8. 表示モード 
 

メニューView Mode （閲覧モード）  は、ビデオのプレビュー表示の様々なオプションを含んでいます。 

 

 
 

1. 結果を表示(安定化処理したビデオをプレビューで表示) 

2. 水平比較(オリジナル/水平分割画面で安定化したビデオを比較する)。 

3. 垂直比較(オリジナル/垂直分割画面で安定化したビデオを比較する)。 

4. ソースを表示(オリジナルのビデオをプレビュー表示) 

 

さらにビデオ中でLogo （ロゴ）を表示するオプションがあります。 これは、特にビデオ処理の前後の比較に適しています。 

 

 
 

 

6.9. グラフ  
 

Stabilizrでは異なるChart （チャート）を追加することを可能にします。これは安定化を記号表示します。それぞれのダ

イアグラムはメニュービュー/ダイアグラムで選択することができます。ダイアグラムはそれぞれ使用されたビデオ編集プ

ログラムのプレビューに表示されます。 
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6.9.1. Pan （パン）: 
 

 
 

Pan （パン）ダイアグラムでは、X-Y方角 (水平/垂直)に滑るようなビデオ移動が表示されます。スライダーのPan 

shot smoothing （パン・ショット円滑化）で、ビデオの全体の動きの平衡を保ちます。さらに右にスライダーを移動さ

せれば、Mercalli は安定化を増加させ、ビデオはより静かに見えます。 Pan Shot Smoothing （パン・ショット円

滑化）スライダーでは最も大きな画面変更を加えます(ビデオの動きの平準化)。さらに、Pan （パン）ダイアグラムで、補

正曲線で変更が表示されます。 

 

 問題のある場所は赤いバーでマークされます。これらの場所では、安定化が十分ではありません。また、不安定

イメージがある場合があります。 

これらの場所はAvoid Border （境界を回避）で改善される場合があります。 

 
 

 

6.9.2. Roll （ロール）: 
 

 
 

Roll（ロール）ダイアグラムでは、Z軸のまわりでビデオの動きあるいはローテーションが表示されます。 

 

 赤のバーは6.9.1参照。 

 

 

6.9.3. Zoom（ズーム）: 
 

 
 

Zoom （ズーム）ダイアグラムはビデオ中でZoom （ズーム）関連移動を示します。スライダーZoom - Balance 
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（ズーム-バランス）を右にさらに移動した場合、そのズームは複数の画像に適用さ、調和ズームが作成されます。 

6.9.4.CMOSセンサー: 
 

 
 

完全自動 CMOS correction （CMOS補正）でCMOSセンサーに関連する弱点を遡及して削除します。緑のカーブ

は、Mercalli による補正(反対方向アクション)を示します。オレンジのカーブは残り誤差(矯正不可)を示します。  

 

 

6.9.5. X/Y Axis（X/Y軸）: 
 

 
 

X/Y axis （X/Y軸）ダイアグラムでは、X/Y Axis （X/Y軸）のまわりの傾きに関するビデオの動きが表示されます。

ダイアグラム中の補正および表示は、X/Y axis – Balance （X/Y軸- バランス）のスライダー位置によって変わりま

す。スライダーX/Y axis（X/Y軸）- を動かすことで、X/Yの軸のまわりのローテーション補正が変更されます。ダイアグ

ラムは、カーブでこの変化を表示します。 

 

 

6.9.6. Dynamic Scaling（ダイナミックスケーリング）: 
 

 
 

 
 

高ダイン規模値(拡張設定Border （境界）でDynamic Scaling （ダイナミックスケーリング)）は、ズームインの必

要を縮小します。これはズームの迅速な変更で達成されます。  

 

 

 

 さらにスライダーDynamic Scaling （ダイナミックスケーリング)の位置によって、ズームの必要は、時刻位置

によって変わります。最大値は常に一定です。最小値はダイナミックが高いほど、低くできるようになります(必須ではあ

りません)。 
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6.10. Remap Mode（リマップモード） 
 

 
 

Remap mode（リマップモード） では、ピクセル計算の種類が定義されます:  

 

 Cubic（キュービック:）: 境界と隅に沿ってより高い品質を維持します。リニアと比較して、画像の鮮やかさがよりよ

く維持されます。このモードはより多くの計算資源が必要です。 

 Linear（リニア）: 通常の方法で、品質および計算資源のバランスをとっています。  

 Nearest（ニアレスト）: 最も高速の方法ですが、サブピクセルは考慮されません。 

 

 

6.11. Info text（情報テキスト） 
 

ここで、現在のステータス  が表示されます。 

 

 

6.12. Avoid Border（境界を回避） 
 

 
 

Avoid Border （境界を回避）  フィールドでのスライダーの使用は、ビデオ中のぶれのタイプによって変わります。

一般に、Stabilizrは何らかの自動スキームに続いて処理が行われます。  

 

Pan （パン）ダイアグラムが示した望ましくない動きをほぼすべて削除する場合には、スライダーをAvoid Border 

（境界を回避）のフィールドまで必要な分だけ移動させ、できるだけ安定した状態でオリジナルの解像度を維持してくださ

い。 

 

Avoid Border （境界を回避）を無効化;設定はBest Stabilization （最良の安定化）に変更され、ビデオの境界

が最小化されることがあります。カム・リミッターのディスプレイ(プレビューの右)はオフになります。  

 

こちらもあわせて参照してください:15.1.2. 
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6.13. Advanced Settings詳細設定 
 

Stabilizr ダイアログの下部領域では、  拡張設定を開くオプションにアクセスできます 。 

 

 
 

 

6.13.1. 動き 
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6.13.1.1. Pan Shot Smoothing（パン・ショット円滑化） 
 

スライダーのPan shot smoothing （パン・ショット円滑化）で、ビデオの全体の動きの平衡を保ちます。さらに右に

スライダーを移動させれば、Mercalli は安定化を増加させ、ビデオはより静かに見えます。  

 

Pan Shot Smoothing （パン・ショット円滑化）スライダーは最も大きな画面変更を加えます(ビデオの動きの平準化)。 

さらに、Pan （パン）ダイアグラムで、補正曲線で変更が表示されます。 

 

 

6.13.1.2. Roll - Compensate（ロール- 補正） 
 

スライダー Roll - Compensate (ロール-結果を補正)は、Z-AxisZ軸のまわりの動き(ローテーション)でビデオの

補正をおこないます。さらに、補正曲線の変化はRoll （ロール）で表示されます。 

 

スライダーRoll – Compensate （ロール- 補正）を無効化できるのは、スライダー Zoom - Balance （ズーム- 

バランス）が無効化されているときだけです。無効化するとビデオのRoll movement (Z-Axis) （ロール移動(Z軸)）

の補正は行われません。  

 

スライダーRoll - Compensate （ロール-補正）は、Mercalli がロール運動を評価できない、またはパンのみを安定

化する場合には無効化されます。 

 

 

6.13.2. ボーダー 
 

 
 

 

6.13.2.1. Border（境界） 

 
Balancing of Movements （動きのバランシング）は計算の上での境界を作成します。 

 

したがって、もとは右で引き起こされたぶれを補正するか平衡を保つために画像を左に10ピクセルを移動させれば、境

界あるいは情報ギャップがイメージの右側に作成されます。これは、通常空のコンテンツあるいは黒い画像エリアと見さ

れます。この時点で、ユーザーが境界計算を行なう方法を決定できます。 

Mercalli では様々な Border Options （境界オプション）を提供します。 
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a. Best Border（最善の境界）オプションを選択すると、安定化したビデオには境界が表示されません。境界はビデオ

ズームにより除去されます。これは、ぶれの程度や、Scale （スケール）スライダーで行われた設定プロセスに関連した

補正希望の範囲のとおり行われます。 

 

www.prodad.comのサポートエリアのFAQでは、Borders （境界/境界編集)についてのより多くの情報を確認する

ことができます。 

 

b. Best Stabilization （最良の安定化）オプションを選択すると、安定化したビデオには境界が黒で表示されること

があります。これは現在のぶれの範囲によって、画像間でも変わる場合があります。 

 

 
 

しかしこの境界はオプションVideo Color Filling （ビデオ色フィリング）の使用により、映像コンテンツから書き入れる

ことができます。 
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注記: 

これにより映像コンテンツ(左上のゲートを参照)で置換した境界部分で干渉による負の作用が現れた場合は、オプショ

ンVideo Color Filling（ビデオ色フィリング）をもう一度無効化してください。 

 

スライダーScale（スケール）のあるビデオはクローズアップできます。境界はさらに最小化されます。 

ズームが大きすぎると、ビデオにぶれ(粒状の画像)を引き起こす場合があります。 

 

c. Forensic View（広角表示）では、ディスプレイはズームアウトされ、制限はありません。場面をクローズアップで見

ることで、補正の効果をMercalli で評価することがより簡単になります。スライダーScale （スケール）はズームイン/ア

ウトを支援します。 

 

 
6.13.2.2. Video Color Filling（ビデオ色フィリング） 
 

このオプションVideo Color Filling （ビデオ色フィリング）では、ビデオの既存の黒の境界に Image Content 

（画像コンテンツ）を割り当てます。 

 

これにより映像コンテンツ(左上のゲートを参照)と置換した境界部分で干渉による負の作用が現れた場合は、オ

プションVideo Color Filling ビデオ色フィリングをもう一度無効化してください。 

 

こちらもあわせて参照してください:15.1.10. 

 

6.13.2.3. Scale（スケール） 
 

オプションScale（スケール）はビデオのズーム機能で境界を隠します。 

 

6.13.2.4. Dynamic Scale（ダイナミックスケール） 
 

シアン色のラインは、ダイアグラムの中で対応する時刻位置で使用されているズームを示します。 

高ダイン規模値(拡張設定Border（境界）ズームインの必要を縮小します。これはズームの迅速な変更で行われます。 

 

 さらにスライダーDynamic Scale （ダイナミックスケーリング)のポジションによって、ズームの必要は、時刻位

置によって変わります。最大値は常に一定です。最小値はダイナミックが高いほど、低くできるようになります(必須では

ありません)。 

 

こちらもあわせて参照してください:15.1.12. 
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6.13.3. 奥行き 

 

 
 
 

6.13.3.1. X/Y Axis - Compensate（X/Y軸 - 補正） 
 

スライダーX-Axis – Balance （X軸-バランス）では、Y-Axis （Y軸）（方向Yでカメラの傾き移動)のまわりの動き（ロ

ーテーション）でビデオを補正します。X/Y Axis （X/Y軸）ダイアグラムに シアン色のカーブで表示されます。スライダ

ー X-Axis – Balance （X軸-バランス）を移動させると、X-Axis（X軸）のまわりのローテーションでのそれぞれの補

正バランスを変更することができます。ダイアグラムでは、この変更はシアン色のカーブで表示されます。  

 

スライダーY-Axis – Balance （Y軸-バランス）では、Y-Axis （Y軸）（方向Yでカメラの傾き移動)のまわりの動き（ロ

ーテーション）でビデオを補正します。X/Y Axis（ X/Y軸）ダイアグラムに マゼンタ色のカーブで表示されます。スライ

ダー Y-Axis – Balance （Y軸-バランス）を移動させると、Y-Axis （Y軸）のまわりのローテーションでのそれぞれの

補正バランスを変更することができます。ダイアグラムでは、この変更はマゼンタ色のカーブで表示されます。 

 

こちらもあわせて参照してください:15.1.17. 

 

 

 

6.13.3.2. Zoom - Compensate（ズーム- 補正） 
 

スライダー Zoom – Compensate （ズーム-補正）では、ビデオのZoom Movementズーム移動を滑らかにします

。  

 

さらに右にスライダを移動させると、ズーム変更のより強い平準化を行います。ズームでぶれが存在する部分はこの操

作で平衡を保ちます。さらに、Zoom correction （ズーム補正）曲線の変化はズーム補正ダイアグラムで表示されま

す。スライダーZoom – Compensate （ズーム-補正）は無効化することができます。チェック・ボックスをクリックする

と、ビデオでZoom Correction （ズーム補正）が無効化されます。 
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6.13.4. 画像 

 

 
 
 

6.13.4.1. Rotation（ローテーション） 
 

Rotation （ローテーション・スライダーは、右回りおよび左回りにビデオをローテーションさせ撮影中カメラを完全に直

立に保持しておらず補正を行う場合この機能が有用です。 

 

 

6.13.4.2. Scale（スケール） 
 

Scale （スケール）スライダーでは、ビデオの画像カットアウトの縮小または拡大を行います。  
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6.13.5. Fade（フェード） 

 

 
 

 

6.13.5.1. Fade-In/Out Duration（フェードイン/アウト持続時間） 
 

Fade-In Duration （フェードイン持続時間）オプションは時間を決定するために使用し、安定化設定は100%で適

用します。起動時間00:00:00:00(オリジナルのビデオ)から定義された時間(安定化設定)まで、安定化がブレンドされ

ます。これはスタート時点を決められることを意味します。 

 

Fade-Out Duration （フェード・アウト持続時間）オプションは、オリジナルのビデオの機能になるまで、そのポイント

から安定化を減少させることを意味し、選択された安定化設定を非表示にする時間を定義します。 
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6.13.6. ビデオ 

 

 
 
 

6.13.6.1 ビデオについて 

 

ここでは現在のビデオ(フォーマット、レートおよびエリア)に関する情報を説明します。 

 

 

6.14. オーバーレイ注 
 

 
 

こちらから参照してください: 
 

 

 

 

 

6.15. Logo On/Off（ロゴオン/オフ） 
 

 
 

こちらもあわせて参照してください:12.1. 
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6.16. Hardware Acceleration（ハードウェア アクセラレーション） 
 

これをアクティベートした状態では、  演算は、GPUによって行われます。通常は演算はCPUが行います。ノートパソ

コンのように、CPUが弱いシステム上では、GPUが演算を行い、CPUの5倍の速度が出せます。  

 

こちらもあわせて参照してください:12.2. 

 

 

 

7. CMOS Fixr 
 

7.1. CMOS Fixr 概説 
 

 
 

7.2. 構造+基本機能 
 

 
 

リセット:  

値をすべてリセットし、基本条件を作成します。 
製造者によって定義された値が使用されますが、これは演算と品質の最適なバランスとして定義されています。  

 

取り消し: 

ウィンドウが開くまでの変更をすべて元に戻します。  

 

7.3. プリセット 
 

最初に、ビデオから望ましくないCMOS結果を取り除きます。これによって安定化の効果がさらに向上します。揺れやぶ

れがない画像は、望ましくないカメラの動きの安定化のためによりよいベースが得られるためです。 

 

ほとんどすべてのアクション・カメラで、専用ビデオカメラと同様にDSLRカメラもいわゆるCMOSセンサーがあります。こ

れらのカメラが振動またはぶれに露出される場合、個別の画像の記録は不完全になります。また、当然これらの画像エ

ラーも現われます。最初に、ビデオから望ましくないCMOS効果を取り除いてください。これにより安定化のためによりよ
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いベースが得られます。望ましくないカメラの動きの安定化により、振動、ぐらつきがない画像に基づいて最適化の効果

が向上します！  

 

このためにCMOS Fixrは広範囲な適応可能性を提供しています。しかも、CMOS補正と同様に安定化も完全に自動的

に行われ、プログラムの使用方法は非常に簡単です。もちろん、追加の微調整もできます。したがって、常に調整の機会

があります。 

 

ビデオ中で完全自動によるCMOS補正を始めたい場合、最初にメニュー  からテンプレートを1つ選択します。

Precise （正確）またはSuper fast （スーパーファスト）で最良の可能な最適化を達成します。 

 

Precise （正確）オプションは自動で揺れ/振動 (正確/GPU)の方法を定義します より高度な補正(GPUが利用され

ます)の使用が必要なビデオもあります。このような補正ではより多くのコンピューター電力が使用され、したがって、より

多くの時間がかかります。 

 

Super fast （スーパーファスト）オプションは揺れ/振動 (ファスト/GPU)の方法を使用します。ここでもGPUが使用

されます。さらに、Faster (higher latency)（ファスター/高レイテンシー）オプションをアクティベートし、補正を促進

します。 

 

 

7.4. メソッド 
 

 
 

更に、CMOS Fixrは、ビデオに含むことができる異なる様々なCMOS補正法を提示します。たとえば

Wobble/Vibrations (揺れ/振動 ファスト/GPU), Wobble/Vibrations (揺れ/振動 正確/GPU) および

Quickrepair（クイックリペア）で、振動やぶれを打ち消すために使用できます。ビデオ中で完全自動によりCMOS補

正をさらに最適化したい場合、最初にメニューから CMOS distortion methods（CMOSディストーション法）  を

選択し最良の可能な最適化を達成します。 

 

 

 

7.5. エッジを表示しない 
 

必要な補正が境界までかぶるかもしれません。Avoid Border （境界を回避する）  ためには次の方法が利用可

能です: 

 

 Inpaint （インペイント）: 隣接した画像から見当たらない画像部分をコピーします。これは最良の方法ですが、他

の選択肢と比較して、より多くの計算資源が必要です。 

 Reflect （リフレクト）: ボーダー領域をミラーで繰り返します。 

 Replicate （折り返し）: 境界を境界色で塗りつぶします。 

 Off (オフ): 境界を黒いエリアとして示します。 
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7.6. 表示モード 
 

メニューView Mode（閲覧モード） は、ビデオのプレビュー表示の様々なオプションを含んでいます。 

 

 
 

1. 結果を表示(安定化処理したビデオをプレビューで表示) 

2. 水平比較(オリジナル/水平分割画面で安定化したビデオを比較する)。 

3. 垂直比較(オリジナル/垂直分割画面で安定化したビデオを比較する)。 

4. ソースを表示(オリジナルのビデオをプレビュー表示) 

 

さらにビデオ中でLogo （ロゴ）を表示するオプションがあります。 これは、特にビデオ処理の前後の比較に適しています。 

 

 

7.7. リマップモード 
 

Remap mode（リマップモード）  では、ピクセル計算の種類が定義されます:  

 

 Cubic （キュービック:）: 境界と隅に沿ってより高い品質を維持します。リニアと比較して、画像の鮮やかさがよりよ

く維持されます。このモードはより多くの計算資源が必要です。 

 Linear （リニア）: 通常の方法で、品質および計算資源のバランスをとっています。  

 Nearest （ニアレスト）: 最も高速の方法ですが、サブピクセルは考慮されません。 

 

 

7.8. センサースピード 
 

CMOSセンサーは、いろいろな速度で使用されるモデルおよび場所に関する画像データを読みます。proDADではこの

速度がわかっている場合のみ、CMOSひずみ補正が最適化されます。Estimate （推計）ボタンはありえる速度値を決

定します。 

 

 使用される速度値が正しくない場合、これによって補正の過剰や不足が発生します。 

 

 

7.9. オーバーレイ注 
 

 
 

こちらから参照してください: 
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7.10. Logo On/Off（ロゴオン/オフ） 
 

 
 

こちらもあわせて参照してください:12.1. 

 

 

Faster (higher latency)（高速/高レイテンシー） 
 

より高いレイテンシーがアクティベーション中に使用されます。これはより速い計算を可能にしします(EDIUSの中でのみ

選択できます)。 

 

詳細:14.1.CMOS Fixr in latency mode（CMOS Fixr レイテンシーモード） 

 

 

 

8. バッチ解析 
 

8.1. バッチ概説 
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8.2. ビデオクリップ  
 

 Video (ビデオ):現在分析中のビデオ 

 

 Error (エラー): 分析中の可能性のあるエラー(詳細EDIUS:5.2.7.2.処理速度と . 5.2.7.4.既知の問題） 

 

 Total (合計): 分析でキャプチャしたすべてのビデオクリップ 

 

 

8.3. パフォーマンス  
 

参照:10.パフォーマンスディスプレイ 

 

 

8.4. 進捗 
 

バッチ分析の進捗を表示します 。 

 

 

 

9. バージョン情報 
 

9.1. 情報フィールド 
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9.2. アップデート確認 
 

クエスチョンをクリックすることにより手順説明を開始するとメルカリおよびCMOS Fixrに関してより多くの情報を得ること

ができます。さらに、ここからソフトウエア更新を始めることもできます。 

 

 
 

16.2を参照してください。アップデート確認 

 

 

 

10. パフォーマンスディスプレイ 
 

 
 

 

10.1. デコーダー 
 

Decoder（デコーダー）の代わりに、ビデオの編集プログラムの名前が表示されます。この値は、ビデオ編集プログラム

でビデオ・フレームを処理する速度を示します。  

例;73546.9f/sは、73546.9フレーム/秒が可能なことを意味します。Mercalli SAL はこの高い値を実現しています。 

平均値は40から250の間です。 
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10.2. プラグイン 
 

Plugin（ラグイン）の代わりに、CMOS Fixrまたは Mercalli が表示されます。この値は、プラグインがビデオ・フ

レームを処理する速度を示します。 

例;78.2f/sは、78.2フレーム/秒で処理されていることを意味します。 

平均値はCMOS Fixrでは20と100の間であり、Mercalli (Stabilizr) では50と500の間です。 

 

10.3. 合計 
 

この値は、全ての処理の速度を示します。  

例;77.9f/sは、77.9フレーム/秒が可能なことを意味します。 

 CMOS FixrあるいはMercalli の値が合計 から大きく離れている場合は、プラグインはその十分な性能に達しない

場合があります。 

EDIUS 5.2.7.2処理速度に関してより多くの情報 

 

11. オーバーレイ注 
 

11.1. Stabilizr オーバーレイ注 
 

11.1.1. ビデオを分析しています... 

 

 
 

 

11.1.2. 混合フレームレートはサポートされていません。 
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フレームレートがプロジェクト設定に対して固定されている場合、ビデオクリップは編集できません。  

 

 

11.1.3. First use / Video analysis required（最初の使用/ビデオ分析の必要） 

 

 
 
ビデオクリップに新たにStabilizrが、適用され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8の

バッチ分析参照)。 

 

11.1.4. Video-Clip exchanged / video analysis required 
（ビデオクリップ置換/ビデオ分析必要） 

 

 
 
安定したいビデオクリップが置換され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8のバッチ分

析参照)。 

 

11.1.5. Virtual Stabicam Changed / video analysis required（仮想Stabicam変更/ビデ

オ分析必要） 
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仮想StabiCam(ユニバーサルなど)が変更され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8

のバッチ分析参照)。 

11.1.6. Camera Optic changed / video analysis required（カメラ光学機器が変更されました

/ビデオ分析必要） 
 

 
 

カメラ光学機器(魚眼レンズ)が変更され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8のバッチ

分析参照)。 

 

11.1.7. Start/End changed / video analysis required（開始/終了変更/ビデオ分析必要） 
 

 
 

または 

 

 
 

安定化したビデオクリップが置換され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8のバッチ分

析参照)。 
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11.1.8. Interlace/Progressive changed / video analysis required（インターレース/プロ

グレッシブ変更/ビデオ分析必要） 

 

 
 
インターレース処理が変更され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8のバッチ分析参

照)。 

 
11.1.9. Face Range changed / video analysis required 
（フェース範囲変更/ビデオ分析必要） 

 

 
 
1つ以上のフェード持続時間値が変更され、ビデオ分析はまだ行なわれていません(詳細は6.7の分析ボタンと8のバッ

チ分析、 6.13.5 フェード参照。) 
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11.2. CMOS Fixr overlay notes（CMOSFixr オーバーレイ注） 
 

11.2.1. 混合フレームレートはサポートされていません。 

 

 
 

フレームレートがプロジェクト設定に対して固定されている場合、ビデオクリップは編集できません。  

11.2.2. GPUが利用できません 

 

 
 

 

11.2.3. 様々なフレームレート 

 

 
 

ビデオクリップは現在異なるフレームレートで使用されています。センサー速度を調整してください。 
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11.2.4. プレビューは利用できません 

 

 
 

参照:14.1 CMOS Fixrレイテンシー・モード 

 

 

11.2.5. 立体ビデオはサポートされていません。 

 

 
 

 
 

12. FAQ 
 

12.1. Logoはオフにできません 
 

製品がリリースされるまで、製品ロゴはオフにすることができません。4を参照してください。 

 

 

12.2. ハードウェアアクセラレーションを選択できます 
 

システムの最初のグラフィックカードが要件を満たす場合 のみ、ハードウェア・セレクションが利用可能です(選択可)。

 2.1を参照してください。 

 

 

12.3. 安定化処理が困難なビデオはどのように処理できますか？ 
 

この場合、スタンド・アロンバージョン、Mercalli V4 SAL.を使用してください。 
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13. エラー 
 

13.1. 製品がアクティベーションできない時 
 

アクティベーションキーが正しく入力されていない可能性があります 

「1」および「I」、「8」および「B」あるいは、「O」および「0」などを再確認してください。 

 

13.2. www.prodad.comへの接続を確立できません 
 

www.prodad.comへの接続が失敗した場合、インターネット接続、ネットワーク設定あるいはシステムでのセキュリティ

設定をチェックしてください。 

 

 

 

 

13.3.ビデオ注 
 

11を参照してください。オーバーレイ注 

 

 

13.4.GPUが利用できません 
 

グラフィックカード・ドライバーあるいはウィンドウ/MAC-OSXが新しいものであることを確かめてください。 

 

 

14. 重要情報 
 

14.1. CMOS Fixrの潜在時間 
 

 技術上の理由から、the CMOS FixrはEDIUSのタイムラインにおいて時間遅延が発生します、潜在時間です。 

ここでCMOS Fixrは音より1～2フレームシフトします。また、修正は順方向への連続的なフレームのみに適応されま

す。 

タイムラインのランダムスクロールをする時、修正は施されず変化していないビデオが流れます。3～4フレーム順方向に

カーソルを動かした時だけ、修正機能が表れます。ダイアログウィンドウが開き、修正機能が再度作用するまでCMOS 

Fixrが警告を出します。 

 

14.2. CMOS Fixr + Stabilizrの組み合わせ 
 

CMOS FixrおよびStabilizrは、安定化をできるだけ良い状態で行うため同時に使用できます。ここで、ビデオはその他

の中間のステップなしでCMOSで補正され安定化されます。これは最良の結果につながります。 
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この際順序が重要となります！ 
TCMOS Fixrは、Stabilizrの前に実行が必要です。 

 

 
 

 ロール・シャッター補正はStabilizrでオフにする必要があります！ 

 

 
 

 CMOS Fixrに変更を加えた後には、Stabilizrでの分析が必要になります。 
技術的な理由中からStabilizrは、ビデオソースの変更を単独では検知できないためです。 
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15. ワークショップ 
 

15.1. 安定化 
 

次のイラストは、安定化に関する詳細を示しています(イラストのうちの一部はMercalli SALを示しますが、プラグインで

利用可能なエリアも指しています)。 

15.1.1. 
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15.1.2. 
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15.1.3. 
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15.1.4. 
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15.1.5. 
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15.1.6. 
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15.1.7. 
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15.1.8. 
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15.1.9. 

 



© proDAD GmbH 

68 

15.1.10. 
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15.1.11. 
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15.1.12. 
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15.1.13. 
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15.1.14. 
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15.1.15. 
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15.1.16. 
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15.1.17. 
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15.1.18. 
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15.1.19. 
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15.1.20. 
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15.2. Camera Optics（カメラ光学機器） 
 

次のイラストは、カメラ光学の効果に関する詳細を示しています(イラストのうちの一部はMercalli SALを示しますが、プ

ラグインで利用可能なエリアも指しています)。 

15.2.1. 
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15.2.2. 
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15.2.3. 
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15.2.4. 
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15.2.5. 
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16. アップデート 
 

16.1. 履歴 
 

詳細: 

 

http://www.prodad.de/gb/history-mercalli-40.html 

 

 

16.2. アップデート確認 
 

 
 

Check for updates（アップデート確認）クリックをクリックするとソフトウエア更新を検索します。  

こちらもあわせて参照してください:9.情報 

 

16.3. インストール情報 
 

 インストールを始める前にすべての実行中のプログラムを閉じる必要があります。 
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17. 外部リンク 
 

17.1. ビデオぶれ 
 

 ビデオ 

 

17.2. ビデオ揺れ 
 

 ビデオ 

 

 

 

 

 

17.3. ビデオ Mercalli 
 

 Video DE 

Video EN 

Video JA 

 

17.4. Video MAGIX 
 

 Video DE 

 

  

https://youtu.be/PSIOzJgSPqk
https://youtu.be/PSIOzJgSPqk
https://youtu.be/OuNB4iIHJYA
https://youtu.be/OuNB4iIHJYA
https://youtu.be/m9kg6oA2lQI
https://youtu.be/lZwL23W9GdM
https://youtu.be/fwtiKb_7YLI
https://youtu.be/jDmS83sI6zk
https://youtu.be/jDmS83sI6zk
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